南病棟チームカンファレンス記録

	Ａ.Ｏ.Ｍ
	Ｓ.Ｇ.Ｍ

	
	


平成23年　7月　27日（水）　　　　司会：天間　愛美　　記録：藤原　英佳

	小向
	橋本
	小林
	竹内
	佐々木
	三浦
	工藤
	清川
	天間
	久保
	田口

	○
	深夜
	○
	○
	公休
	公休
	○
	公休
	○
	準夜
	公休

	沼山
	田ノ上
	高橋
	相馬
	根城
	池田
	加藤
	富沢
	貝塚
	小笠原

（麻）
	小笠原

（実）

	公休
	準夜
	深夜
	公休
	○
	深夜
	公休
	CD留守
	○
	○
	CD留守

	野中
	大嶋
	門上
	坂本
	神田
	乙崎
	上野
	小島
	鈴木
	藤原
	阿部

	業務
	公休
	公休
	公休
	A留守
	公休
	○
	○
	○
	○
	病欠

	白川

	CD留守


出席者は記載者が○をつける
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＜連絡事項＞

・本日も法人研修があります。参加しましょう。

・14：00より嗜好調査が行われます。
・郵便物の受け渡し確認の版が庶務チームへ返却されていないようですので、気が付いたスタッフは速やかに返却してください。

・7/29、30に看護・介護（中級・上級）対象のグループ研修が行われますので該当スタッフは参加して下さい。

・7/28　看護Gの医療福祉学会発表演題選考会が行われます。当日日勤のスタッフは参加して下さい。

・庶務チームより

　①トイレが詰まったという報告が続いていますので、充分管理するようにして下さい。

　②エアコンの設定温度の管理を徹底して下さい。

・他科受診の際は入院証明書の持参を忘れないで下さい。又、生活保護受給者が他科受診する場合

　には所定の手続きが必要となりますので、医事やSWにも情報提供していきましょう。

・8/8の納涼会参加費をまだ支払っていない方は貝塚CWのスタッフファイルに所定の袋が準備して

　いますので、氏名と納金した日付けを忘れずに記載して下さい。又、ボランティアも募集して

　います。希望者は申し出て下さい。

・退院支援担当より～退院計画書の見直しを、追加修正を行った場合は更新日も併せて修正して

　下さい。

＜患者様連絡事項＞

・勝田　ヒモエ様～ノボリンＮ　フレックスペン１本処方となっています。

・河村　勝男様～皮膚科診察にて、タベジール2T　2×（朝・夕）　7日分処方（飲み切り終了）

　　　　　　　　となっています。

・玉井　クニ子様～介護保険が未申請です。御家族来院した際には、申請を勧めて下さい。

＜生活機能回復訓練報告・検討＞

・上田　正男様～中庭での園芸活動をスタートしています。拒否はなく、除草や水撒きが出来ており

　　　　　　　　受け答えも良好で、表情も柔らいでいます。日中の活動性を高める目的にて看護側

　　　　　　　　からも促していきましょう。

・鈴木　正長様～身体不調の訴え聞かれ、気分の不安定さも認められていました。本日はプログラム

　　　　　　　　には拒むことなく参加していますが、睡意強い様子が伺えます。日中の様子や

　　　　　　　　歩行状況、スタッフ対応について観察していく事としています。

・玉井　悠策様～7/25　Dユニットへ移動しています。トラブルはなく、物品に関する訴えは

　　　　　　　　聞かれますが、粗暴的な行動には至っていません。プログラムも支障なく取り組む

　　　　　　　　事が出来ています。日中の過ごし方やプログラムの参加状況等経過観察していく

　　　　　　　　こととしています。

※各グループの記録が未記載の日時がありますので、忘れずに入力して下さい。

※Bグループの個別プログラムの記載漏れが目立ちますので、注意して下さい。

※Bグループの記録入力はユニットオフィスカウンターのパソコンで行って下さい。

※中庭を使用する際には転倒に留意して誘導して下さい。又、作物（ミニトマト等）の扱いにも

　留意しましょう。

＜田名部Drケースカンファ＞

・吉田　寿雄様～次回受診（8/2）の検査結果次第で転院を含めた今後の治療方針を検討して

　　　　　　　　いくこととします。

・鈴木　正長様～CT検査の所見としては萎縮は認められるが、出血や梗塞は認められませんでした。

　　　　　　　　経過をみながら服薬調整を行うこととします。

・寺澤　一男様～病棟内を歩き回る事はありますが、他の部屋に入る等の行動は見られません。

　　　　　　　　スタッフ対応も問題ありません。退院に向けた準備を進めていきます。

・川村　つゑ様～グループホームに空きがでる予定となっています。リハビリパンツを破損させたり

　　　　　　　　排泄物を触ったり、トイレを詰まらせる行動は見られていますが、頻度は減少傾向

　　　　　　　　です。トイレへの声掛け等の関わりを行っていきましょう。

＜勉強会＞

体位変換について→資料参照して下さい。

